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～組合事務局紹介～
組合すていしょん

今回は、大切なお気に入りの和洋服等を長く素敵に装うために、
三重県クリーニング生活衛生同業組合さんに教えていただきました。

クリーニングから返ってきたときに被せてあるビニールカバーは外して下さい。
クローゼット内はカビ防止のために天気の良い日は扉を開けて換気してください。
収納せずに出しっぱなしの場合は、埃よけとして大きな布を被せておくのも良いでしょう。
いずれの場合も詰め過ぎず通気をよくして、虫から守るために防虫剤の使用もお勧めします。

衣類がきれいになることはもちろんですが、衣類の質に合った方法でクリーニングをすることによって色あせ
や傷みを極力抑えることができます。

水で洗うと型崩れや縮み、色落ちなどが発生する衣類に対し、水の変わりに、クリーニング専用の有機溶剤を使用
する方法をドライクリーニングといいます。油汚れは溶剤に溶けるので落ちやすく、水にも油にも溶けない不溶性
粒子もボンド役をしている油脂を溶かすので落ちやすくなります。

上下一式そろえて出してください。ボタンは全部付いているか、ポケットの中身はすべて出したか、ベルトや
フードなどの付属品はあるか、破れやホツレ・シミや汚れなどはないかなどを確認して、気になる部分や注意して
欲しい所などがあれば店側にきちんと伝えることがポイントです。

クリーニングした服は、どのように収納しておくと良いですか。

クリーニングすることによる効果には、どのようなものがありますか。

ドライクリーニングとは、どのような方法ですか？

クリーングに出すときのポイントは？

　四日市市の代表的な地場産業であり経済産業大臣指定の伝統工芸品で
ある四日市萬古焼。その萬古焼の振興発展に努めている萬古陶磁器卸商
業協同組合と萬古陶磁器工業協同組合。その2組合で組織され「ばんこの里
会館」を運営する萬古陶磁器振興協同組合連合会があります。
　今回は、萬古陶磁器振興協同組合連合会と萬古陶磁器卸商業協同組合の
事務を担当している皆さんに伺いました。
　石崎事務局長は入職30年目で、事業推進、イベント、管理業務など組合の
運営全般に携わってみえます。趣味について伺うと、バスフィッシングが好き
で琵琶湖まで出かけることもあると答えてくださいました。
　伊藤さんは入職19年目で、主に経理を担当。休日には、毎月1回程度地元の
旧友4人で美術館やお寺巡りを楽しんでいらっしゃるとのことです。
　渡邊さんに入社何年目かを伺うと「えらいこと前から」と笑って答えてくだ
さいました。当組合がまだ木造だった頃もご存知で、定年後も共同購買部門の
業務を担当してみえます。
　仕事で心がけていらっしゃることを伺うと、「多くの方にお越しいただいて、
いろんな話をしていただき、我々は暖かく接することが務め。萬古焼発展の力
添えができればと思っています。」と口々におっしゃいます。
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ほっと通信 2016 秋号

三重県萬古陶磁器振興協同組合連合会
萬古陶磁器卸商業協同組合
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